
３．いしかわＧＡＰ（認証基準２０２４）の特徴

（１） 食品安全、環境保全、労働安全の法令等の観点から、農林水産省が実践が必要と定める
「国際水準GAPガイドライン」に準拠した内容となっています。

（２） 規範項目の取組内容を写真や図で示しており、ＧＡＰの基本的な取組を理解、実践する
ことができます。

特 徴

（３） 将来的にJGAP等のより高度な国際水準ＧＡＰの認証取得を目指す産地・農業者にとっては、
ファーストステップとしても有効です。

活用例

流通における農産物の取引条件として、国際水準ＧＡＰ等が導入される可能性を見据え、より
高度なＧＡＰに取り組む際の入門編として活用する。

参 考

いしかわＧＡＰと民間認証ＧＡＰの比較（イメージ）
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①食品安全

②環境保全

③労働安全

⑤人権保護

④農場経営管理

⑥商品回収テストの実施
資材仕入れ先の評価等〈約60項目〉

〈約120項目〉

〈約160項目〉

〈約220項目〉

〈約８0項目〉


